
令和5年度豊橋技術科学大学第3年次入学者選抜学力検査問題解答例

専門科目(3 情報・知能工学).
.
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ゆえに〆(χ,力はχ= 1+vi6'にて最大値をとる。
3

②

,五
χ"(t)=▲COS(ωt)

両辺をtで 2 回積分する。χ(の=0,χ'(の=ν。であるから,

,五
χ'(t)=ー.-sin(ωt)十ν。

1πω

五五

χ(t)=ーーーー、・COS(ωt)+"。t+ーーー、・
n1ω h1ω

形>0,五。>0,ω>0 であるから,χ'(t)の最小値はー、^十"。
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R>0であるから, Rく2Vえ'尻'

(3)

微分方程式を次のように変形する。

, R, k
χ"(t)+一χ'(t)+一χ(t)= 0

このとき特性方程式は

2 R k
S +^S+^=0
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であり,
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となる。特性方程式が共役な虚数解をもっ条件は
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ア 真理値表をもとにカルノー図の空欄を埋めると以下のようになる
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以下の最小積和形が得られる
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btの関係を真理値表で表すと以下のようになる。出力 ftを入力 ft_., at,
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真理値表より

なる 0

イ カルノー図を書くと以下のようになる。

, 出力ftを入力九_1, ab b'の主加法標準形で表すと次のように

ft = ft-1瓦tbt 十 ft-1αtbt 十 ft-1αtbt + ft-1αtbt

カノレノー図より

なる

呉、.
a.b*

0

0

ウ

00

ーーーーーーーー、

F = 010

1

出力五を入力f'_., at, btの最小積和形で表すと次のように
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ft = ft-1αt + ft-1bt 十 atbt
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f。= 0であるから fl = 0となるのは,(α力bl)=(0,1)のときだけである。さらに,こ1二

fl = 0のときに, f2 = 1となるのは,(α2,b2)=(0,の,(1,0),(1,1)の 3通りである。最

後に, f2 = 1のときに, f3 = 1となるのは,(α3,b3)= a,0)のときだけであるから,

入力信号A,Bの組み合わせは,以下の3通りとなる。
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